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日本および東南アジアにおける貝類相の成立過程の解明
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カテゴリ)

化石および現生貝類を材料として系統分類・古生物地理などの研究を行っています。最近は,東南アジア熱帯島
嶼の貝類の多様性の起源の解明のため、フィリピン・インドネシアの新生代貝類化石を研究しています。

教育分野

日本および東南アジアの後期新生代の地層からは多くの貝類化石が産出します。日本では100年以上にわ
たって古生物学的研究が行われ、多くの知見が蓄積されています。インドネシアでもオランダ統治時代に
多くの研究が行われ、その概要が明らかとなっています。
一方、フィリピンでは貝類化石は多産するものの、その研究はあまり進んでいません。現在、共同研究者
とともに、フィリピンで野外調査を行い、試料を採取し、その年代と貝類化石群の種構成を調べていま
す。日本と東南アジアの化石貝類相を比較することにより、インド－西太平洋地域の貝類相の成立過程を
明らかにしたいと考えています。
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